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教材１－Ｂ－（３）の解答  正負の数の加法 

① 『（－７）＋（＋３）』の解決のために  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    次の計算をしなさい。 

     

 ① －８＋４＝（  －８ ）＋（ ＋４ ）  

 

         ＝ －（８－４）        

         ＝ －４   

 

 

   ② ５－７＝（ ＋５  ）＋（ －７ ）      

  

        ＝ －（７－５）                     

        ＝ －２ 

                                

   ③ 
３

７

２

５
 ＝（－     ）＋(＋    ) 

            

       ＝－（    －    ） 

 

 

         ＝－ 

  

                          

（－７）＋（＋３）＝－（       ） 

       

    ＝－４   

 

 

               

７－３ 

たしかめよう 

○異符号の加法の計算では 

絶対値の大きい方から 

  方をひき、 

 

絶対値の      方の 

符号をつける。 

小さい 

 
－８ ＋４ 

大きい 

同符号の加法では 

絶対値どうしの和

に共通する符号を

つける 

 

最初に通分すると、

絶対値の大小が 

わかりやすい 
６ 

１５ 

６ 

１４ 

６ 

１５ 

６ 

１４ 

６ 

1 

 


